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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

忠
岡
町
長

和

　

田

　

舌

　

衛

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

住
民
の
皆
様
に
は
、
新
年
を
心
強
や
か
に
お
亀
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
制
施
行
7
5
周
年
を
住
民
皆
様
と
と
も
に
度
祝
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

新
年
を
狙
え
る
に
あ
た
り
、
皆
様
と
共
に
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史

を
刻
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ず
ご
文
政
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
教
育
が
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
通
じ
る
と
、
日
々
思
い
を
め
ぐ

ら
せ
て
お
り
ま
す
。
チ
ビ
も
た
ち
が
笑
顔
に
な
る
と
、
大
人
も
地
域
も
笑

顔
に
な
り
ま
す
。
チ
ビ
も
た
ち
の
輝
く
笑
顔
は
、
未
来
へ
の
大
き
な
希
望

で
す
。
そ
の
笑
顔
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
、
行
政
の
大
き
な
仕
事
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
チ
ビ
も
た
ち
が
妥
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
子
育
て
世
代
の
負
担
藤
城
を
図
る
こ
と
も
青
身
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
千
嵐
2
7
年
度
に
は
、
現
行
lヽ．一

学
3
年
生
ま
で
と
な
っ
て
い
る
医
療
費

助
嵐
を
小
学
6
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
枚

の
給
食
実
施
に
向
け
た
給
食
楓
建
敦
工
事
も
、
順
調

一
㌧

l

一

l

H

t

進
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
学
習
面
で
は
、
1
月
に
就
学
希
の
チ
ビ
も
た
ち
へ
英
語
に
ふ
れ
る

磯
谷
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
ス
テ
ッ
プ
に
、

lヽ．一

・
中
学
生
に
つ
な

が
る
英
語
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
防
叉
に
つ
き
ま
し
て
も
、
防
風
・
減
免
装
備
見
実
を
は
じ
め
、

地
域
と
の
共
助
を
社
に
、
城
見
の
取
り
組
み
も
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
住
民
皆
様
と
の
協
働
を
理
念
に
忠
岡
の
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



∴∴　平成27年

成　人　式

日　時　1月12日（月・祝）

9時　受　付

10時　開　式

会　場　ふれあいホール

該当者　平成6年4月2日～平成

7年4月1日生まれの方

内　容　第1部　式　典

第2部　青年団による

イベント

主　催　忠　岡　町

忠岡町教育委員会

協　力　忠岡町青年団体協議会

【間】教育委員会　生涯学習課

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

忠
岡
町
議
合
鶉
長

藤

　

田

戌新
年明
けま
して
おめ
でと
うご
ざい
ます
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
吐
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

委

　

　

員

　

安

　

明

〃　　　井　手

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

明

　

子

和

　

代

会

　

　

長

　

前

職
務
代
理
　
渡

委
員
長
　
大

職
務
代
理
　
奥

昨
年
は
、
4
月
に
消
費
貌
車
が
1
7
年
ぶ
り
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
か
ぇ
、
急

激
な
円
妥
に
よ
り
、
原
材
料
の
輸
入
価
格
が
高
騰
し
、
食
料
品
な
ど
の
値
上
げ
の
影

響
と
骨
金
の
伸
び
悩
み
で
、
個
人
消
費
が
冷
え
込
み
、
国
民
生
活
に
と
り
ま
し
て
大

変
、
厳
し
い
一
年
で
し
た
。
国
民
が
少
し
で
も
早
く
景
気
の
回
復
が
実
感
で
き
る
よ

う
、
国
の
効
果
的
な
経
済
対
象
が
期
希
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

に
鍔
転
雛
棺
絹
雛
鮨
舘
鍍
琵
現
す
が
、
本
町
　
議

今
、
市
町
村
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
若
い
世
代
が
住
み
や
す
い
環
境
整
備
」

で
あ
り
、
少
子
化
対
泉
も
官
妥
な
社
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
ま
し
て
は
、
妥
心
し
て
子
育
て
出
来
る
よ
う
、
本
町
で
は
早
く
か
ら
保
育

蹄
の
借
磯
兄
貴
の
解
消
に
努
め
て
お
り
、
新
年
度
よ
り
チ
ビ
も
医
療
費
の
助
嵐
の
対

象
年
給
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
中
学
枚
の
学
枚
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

議
合
で
は
、
議
合
活
性
化
の
取
り
組
み
と
し
て
第
1
甲
定
例
合
よ
り
銭
金
金
蔵
像

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
歩
ず
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
開

か
れ
た
町
域
合
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
と
の
番
が
り
を
大
切

に
し
、
皆
様
の
声
を
施
泉
に
反
映
す
る
こ
と
が
今
後
、
ま
す
ま
す
官
尊
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
の
た
め
に
、
妥
云
し
て
象
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
、
鶉
合
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
ど
う
か
、
本
年
も
町
域
各
選
管
に
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
底
2
7
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
い
キ
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

町

　

長

教
育
長

会

　

議

議

　

長

副
議
長

議

　

員

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

監

　

査

　

委

代

　

　

　

表

監
査
委
目
貝

n
H

兼「前員藤河杉前松藤是n
‖
H

一束」
．レし

」
」前高森員前

田
l■

■

－

′

吉

　

衛

喜
代
治

員

　

武中

西田津村

英

　

介

ヒ
サ
子

博

　

子除

公
平
委
員
会
委
員

〃〃〃〃〃〃

員

　

坂松正泉前田高

川
　
幸
一
郎

達

　

克

　

巳

井
．
種
　
明

本
　
清
一
郎

木

　

利

　

幸

元

　

允

　

信

田

　

正

　

仁

退

　

久

　

男

迫
　
千
代
司

）2（115120975仙

委
員
長

田野原田井野枝田村田迫

茂

隆

　

子

健

　

士弘

秀

　

次

喜

　

義

綾

　

子

善

　

臣孝

長

　

市

千
代
司

政

　

雄

員

■

　

　

　

　

一

lJ岡谷

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

委
員
長
　
藤

農
業
委
員
会
委
員

員

　

藤前

田

　

四

野
■

l

I

Iノ

委

　

　

員

　

松

教
育
委
員
会
委
員

委
員
長
　
藤

喝
断
機
翫
　
中

成

　

弘

秀

　

次



新年のごあいさつ
平成27年の輝かしい新春

を迎え、住民皆様方にはま

すますご健勝のこととお喜

び申し上げます。　　　　　　消防長　　消防団長

平素は、消防行政に深い　森野博志山野正夫

ご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、昨年の長野県北部地震の際には、地域との

連携により、被害の軽減が図られましたというのが

大きな話題になっていました。消防署も装備面や日

々の訓練とあわせて地域住民の皆様との「自助・共

助・公助」を三つの柱にすえ、消防団と共に連携を

密にし、いつ起こるか分からない災害に備えて参り

たいと考えております。

今後とも、住民皆様方のご理解とご協力を賜りま

すよう．お願い申し上げ、新年のごあいさつとさせて

いただきます。

新年のごあいさつ
新春を迎え、住民皆様方には心穏や

かに新年をお迎えのこととお慶び申し

上げます。

平素は教育行政に深いご理解を賜り

厚くお礼申し上げます。

教育長

前川喜代治

さて、本町では昨年、東忠岡小学校新校舎建設を

含め、小中学校の耐震化を完了するなど、子どもた

ちが安心して学べる環境づくりに取り組んできたと

ころです。現在は、中学校の完全給食を目指しての

工事が最盛期を迎えております。教育委員会としま

しても、子どもたちの健やかな成長のため、温かい

お心を寄せていただき、学校、家庭、地域そして行

政が共に連携して参りたいと考えております。

引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申

し上げ、新年のごあいさつとさせていただきます。
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平
成
2
7
年

摘
防
虫
，
神
武

祝
問
点
検
・
消
防
警
防
技
術

訓
練
・
一
斉
放
水
な
ど

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い

と
　
き
　
1
月
1
1
日
　
（
日
）

1
0
時
～

と
こ
ろ
　
大
津
川
河
川
公
園

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場

参
加
機
関
　
忠
岡
町
消
防
本
部
・

忠
岡
町
消
閲
団
・
管
内
事
業
所

自
衛
消
防
隊
・
自
主
防
災
会
・

自
主
防
災
部
・
忠
岡
中
学
校
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部

【問】消
防
本
部
　
℡
3
1
・
0
1
1
9

火
事
救
急
は

早
く
正
し
く
1
－
9
番

第
2
回
大
阪
府
下
警
防
技
術
指
導
会

消
防
本
部
か
ら
4
名
の
隊
員
が
出
場

（
H
／
2
6
　
大
阪
市
消
防
局
高
度
専

門
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
）

忠
岡
中
学
校
生
の
職
業
体
験

消
防
庁
舎
訓
練
実
施
で
ロ
ー
プ
渡

り
に
挑
戦
！
　
（
H
／
1
9
・
2
0
）

～
新
浜
周
回
コ
ー
ス
～

★
日
　
時
　
3
月
8
日
　
（
日
）

1
0
時
発
走

★
コ
ー
ス
　
新
浜
緑
地
公
園
周
回

コ
ー
ス

★
募
集
コ
ー
ス

【
2
k
m
コ
ー
ス
】

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
低
学
年
）

②
小
学
生
低
学
年
の
部

【
3
k
m
コ
ー
ス
】

③
小
学
生
男
子
の
部

④
小
学
生
女
子
の
部

⑤
一
般
男
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

⑥
一
般
女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

【
1
0
k
m
コ
ー
ス
】

⑦
一
般
男
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

⑧
一
般
女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

★
参
加
資
格
　
小
学
生
以
上
で
健

康
で
走
れ
る
方

★
参
加
費
　
2
k
m
無
料
・
3
k
m

5
0
0
円
・
1
0
k
m
l
O
O
0
円

※
小
・
中
学
生
は
無
料

★
申
込
期
間
　
1
／
1
9
～
2
／
9

※
当
日
の
申
込
不
可
。
申
込
書

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
生
涯

友
好
都
市
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ

ア

・

ピ

ッ

ト

ウ

ォ

ー

タ

ー
市
か
ら
2
名
の
ラ
ン
ナ

ー
が
参
加
予
定
で
す

学
習
課
窓
口
に
も
配
布
。

★
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

℡

0

7

2

5

・

2

2

・

1

1

2

2



納付書で税や保険料・億円料・

保育料等をお支払いの皆様方へ

「ペイジーを利用した口座振替受付サービス」を

導入しました。このサービスは、取り扱い金融機関
のキャッシュカードがあれば受付端末に通すことに

より、即時に口座登録ができます。ぜひ、この機会

に、納め忘れ等のない口座振替をご利用ください。

それぞれの役場担当課の窓口で手続きできます。

●対象となる税及び保険料等

国民健康保険料・後期高齢者医療保険料・介護保

険料・保育料（※）・町府民税・固定資産税・軽
自動車税・上下水道料金

●対象となる金融機関（キャッシュカードのみで口

座振替依頼ができる金融機関）

池田泉州銀行・三井住友銀行・りそな銀行・紀陽

銀行・大阪信用金庫・ゆうちょ銀行（郵便局）
※但し、保育料は、池田泉州銀行・大阪信用金庫のみ
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1
2
月
1
2
日
、
平
成
2
6
年
第
4
回

定
例
会
が
招
集
・
開
会
さ
れ
ま
し

た。

定
例
会
で
は
議
員
か
ら
の
一
般

質
問
に
続
い
て
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
ま
し
た

平
成
2
5
年
度
の
決
算
（
全
会
計
）

審
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
『
認
定
』
さ
れ
ま

し
た
。
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

《
議
決
結
果
一
覧
》

▼
即
日
報
告
さ
れ
た
も
の

◎
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

及
び
和
解
に
つ
い
て

▼
即
日
承
認
さ
れ
た
も
の

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

・
平
成
2
6
年
度
忠
岡
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

▼
即
日
同
意
さ
れ
た
も
の

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
議
会
会
議
規
則

・
忠
岡
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
条
例
等

・
忠
岡
町
一
般
職
の
職
員
の
管
理

職
手
当
に
関
す
る
条
例

・
手
数
料
条
例

・
忠
岡
町
老
人
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例

◎
平
成
2
6
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3

号）
・
忠
岡
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）

・
忠
岡
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

・
忠
岡
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）

（
追
加
提
出
）

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
意
見
書

外
形
標
準
課
税
適
用
拡
大
な
ど

中
小
企
業
へ
の
増
税
に
反
対
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

回
民
年
金
　
【
保
険
課
】

▼
新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

「
2
0
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
を
納
め
ま
し
ょ
う
」

国
民
年
金
は
、
2
0
歳
か
ら
銅
歳

ま
で
の
人
が
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
ま
す
。

将
来
年
を
と
っ
た
と
き
、
不
慮

の
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
、
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な

で
支
え
よ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

万
が
一
の
と
き
に
年
金
が
受
け

暮
－
■
1
－
－
1
t
－
－
暮
■
－
1
■
■
■
■
t
■
■
－
●
l
t
l
t
t
－
－
■
t
■
t

取
れ
る
よ
う
に
、
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度
と
若
年
者

猶
予
制
度
に
つ
い
て

☆
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
に
、
本
人
の
所
得
額

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
対
象
は
大
学
（
大
学
院
）

・
短
期
大
学
・
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
及
び
各
種

学
校
（
修
業
期
間
1
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
・
一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
に
な
り

ます。
☆
若
年
者
猶
予
制
度

学
生
で
な
い
3
0
歳
未
満
の
方
で

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
額
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
・
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▼
平
成
2
6
年
分
公
的
年
金
の
源
泉

徴
収
票
に
つ
い
て

平
成
2
6
年
度
中
に
、
厚
生
年
金

保
険
・
国
民
年
金
等
の
老
齢
ま
た

は
退
職
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
と
ら
れ
た
方
に
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
　
「
平
成
2
6
年
分
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
順
次
送
付

さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
は
平
成
2
6
年

度
中
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の
金
額

で
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
間
】
堺
西
年
金
事
務
所

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
第
1
0
期
分

介
護
保
険
料
第
1
0
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
7
期
分

町
　
府
　
民
　
税
第
4
期
分

納
期
限
は
2
月
2
日
で
す

0

7

2

　

●

　

2

4

3

　

●

　

7

9

0

0

▼
平
成
2
6
年
分
確
定
申
告

【
申
告
会
場
】

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
4
階

泉
大
津
市
旭
町
2
2
の
4
5

【
開
設
期
間
】

2
／
9
（
月
）～

3
／
1
6
（
月
）

9
時
～
1
7
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
開
設
し
て
い

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
2
／
2
2
・

3
／
1
は
開
設
し
ま
す
。



忠岡南1丁目

（5）

」

【
業
務
内
容
】

所
得
税
（
譲
渡
所
得
を
含
む
）
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
、
贈
与

税
の
申
告
書
等
作
成
及
び
受
付

※
こ
の
期
間
中
、
泉
大
津
税
務
署

庁
舎
内
で
は
「
作
成
済
み
の
申

告
書
等
の
受
付
」
「
納
税
」
「
納

税
証
明
書
の
発
行
及
び
用
紙
の

交
付
」
　
の
み
を
行
い
、
申
告
相

談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
電
車

・
バ
ス
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

（
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

自
宅
や
事
務
所
等
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
で
、
ご
自
身
の

確
定
申
告
書
等
を
作
成
し
、
「
2

－
T
a
X
」
　
を
利
用
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
提
出
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
、
そ

■

■

■

■

■

■

－

－

■

■

■

■

■

■

●

■

l

●

■

l

●

●

l

●

●

l

●

■

l

●

■

l

忠
岡
町
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
会
長

薫
氏
㈲

民
生
委
員
児
童
委
員

〔
担
当
　
高
月
北
〕

辻
川
和
芙
氏
㈲

高
月
北
1
丁
目
9
－
5

℡
4
1

●

　

1

3

9

6

の
ま
ま
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
．
n
t
a
．

g
〇
．
j
p

▼
地
区
相
談
会
の
開
設

①
2
／
3
㈹
～
6
働

和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
3
階

（
和
泉
市
い
ぶ
き
野
5
の
4
の
7
）

②
2
／
1
2
㈱
・
1
3
働

高
石
商
工
会
議
所
3
階

（
高
石
市
綾
園
2
の
6
の
1
0
）

※
い
ず
れ
も
受
付
時
間
は
9
時
3
0

分
～
日
時
3
0
分
、
1
3
時
～
1
5
時

※
土
地
、
建
物
や
株
式
等
の
譲
渡

所
得
及
び
贈
与
税
の
相
談
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん

▼
還
付
金
の
受
取
り
は
預
貯
金
口

座
へ
の
振
り
込
み
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

【
ご
注
意
い
た
だ
く
こ
と
】

◎
申
告
者
ご
本
人
名
義
の
口
座
に

限
り
振
込
み
が
可
能
で
す
。

預
貯
金
口
座
名
義
に
、
店
名
、

事
務
所
名
な
ど
の
名
称
　
（
屋
号
）

が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
ま
た
は

旧
姓
の
ま
ま
で
あ
る
場
合
に
は
、

振
込
み
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ます。
◎
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
、
貯

金
総
合
通
帳
の
記
号
番
号
の
み

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
に

つ
い
て
は
、
特
定
の
銀
行
を
除

い
て
、
還
付
金
の
振
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
振
込
み
の
可

否
に
つ
い
て
は
、
取
引
先
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
銀
行
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
の
申
告
手
続
き

【
重
要
な
お
知
ら
せ
】

次
の
①
と
②
の
両
方
に
該
当
す

る
場
合
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

（
提
出
・
納
税
）
　
が
不
要
で
す
。

①
公
的
年
金
等
の
収
入
合
計
額
が

4
0
0
万
円
以
下

②
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
が
2
0
万
円
以
下

た
だ
し
、
両
方
に
該
当
す
る
場

合
で
も
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け

ら
れ
る
方
は
、
確
定
申
告
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
い
計
算
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
泉
大
津
税
務
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
で

も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
役
場
税
務
課
ま
で
。

▼
電
子
申
告
「
e
L
T
A
X
　
（
エ

ル
ク
ッ
ク
ス
）
」
　
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
！

法
人
府
民
税
・
事
業
税
の
他
、

法
人
市
町
村
民
税
、
事
業
所
税
、

固
定
資
産
税
　
（
償
却
資
産
）
　
の
電

子
申
告
や
個
人
住
民
税
の
特
別
徴

収
に
関
す
る
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
が
パ
ソ
コ
ン
か
ら
簡
単
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
法
人
府
民
税
・
事
業
税

大
阪
府
泉
北
府
税
事
務
所

入
札
資
格
申
請
【
総
務
課
】

《
物
品
　
（
修
繕
を
含
む
）・役務等》

【
要
領
配
布
期
間
・
配
布
場
所
】

平
成
2
7
年
2
月
6
日
（
金
）
ま
で

※
閉
庁
時
を
除
く

9
時
～
1
7
時
3
0
分

○
場
所
…
役
場
5
階
　
総
務
課

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
．
t
O
W
n
．
t
a
d
a
O
k

a
．
〇
S
a
k
a
．
j
p

【
受
付
方
法
及
び
期
間
】

○
持
参
ま
た
は
郵
送

平
成
2
7
年
2
月
2
日
　
（
月
）
　
～

2
月
6
日
　
（
金
）
　
1
0
時
～
1
6
時

（
1
2
時
～
1
3
時
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
右
記
期
間
内
の

消
印
有
効

【
受
付
場
所
】

役
場
3
階
　
研
修
室
3

【
有
効
期
間
】

平
成
2
7
年
4
月
1
日
～
平
成
2
9

年
3
月
3
1
日
　
（
2
年
間
）

※
今
回
は
建
設
工
事
・
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
受
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
】
総
務
課

℡

0

7

2

5

・

2

2

・

1

1

2

2

（
内
1
2
9
）

場
　
所
　
和
泉
市
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
市
民
文
化
ホ
ー
ル

（
和
泉
市
伯
太
町
6
1
1
－
2
0
）

内
　
容
　
信
太
山
駐
屯
地
音
楽
隊

演
奏
な
ど

※
ご
来
場
は
公
共
の
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
1
R
阪
和

線
信
太
山
駅
よ
り
徒
歩
5
分
）

【
間
】
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯

地
広
報
室
　
℡
4
1
・
0
0
9
0

▼
岸
和
田
健
老
大
学
3
8
期
生
募
集

授
業
日
　
毎
週
火
曜
日

1
0
時
3
0
分
～
1
6
時

（
ク
ラ
ブ
活
動
は
別
曜
日
）

場
　
所
　
岸
和
田
市
立
福
祉
セ
ン

ター

対
　
象
　
5
5
歳
以
上
　
（
原
則
）
　
で

通
学
可
能
な
方

定
　
員
　
5
0
名

費
　
用
　
入
学
金
　
5
0
0
0
円

学

費

月

3

5

0

0

円

※
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で

詳
細
サ
イ
ト
　
h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
．
t

＜
k
．
z
a
q
．
n
e
．
j
p
＼
k
e
n
r
O
u
＼

【
間
】
3
／
3
1
ま
で
に
大
学
事
務

局へ。

0

7

2

　

●

　

4

3

1

　

●

　

1

5

7

5

お
知
ら
せ

■
●

0

7

2

　

●

　

2

3

8

　

●

　

7

2

2

1

◆
法
人
町
民
税
等
町
税

忠
岡
町
税
務
課

▼
信
太
山
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り

《
入
場
無
料
》

日
　
時
　
1
月
1
7
日
　
（
土
）

1
4
時
3
0
分
～
1
6
時

11512097眠



詣箭
【11／23・シビックセンター】

忠岡町社会福祉協議会

～平成27年1月から高額療養費70歳未満の方の

所得区分・自己負担限度額が変わります～

現在、平成26年12月31日までの限度額認定証等をお持ちの方には新しい認定証（平成27

年7月31日までのもの）を送付しています。

所　得　区　分 �8��mｨ-ﾈ,R�4回目以降 

上位所得者 「総所得金額等」 ��S��3���冷����ｲ�83，400円 

が600万円を超 ���9|9N��ﾃS���3����

える世帯　　（A） ���ｨ����2�

一般課税世帯 塔��3���冷��ｲ�44，400円 

（B） ���9|9N�｣#cx�3����苓�ｨ����2�

住民税非課税世帯 　（C） �3X�3C��冷�24，600円 

※4回目以降は、過去12か月の間に同じ世帯で高額療

養費の支給が4回以上あった場合は、4回目以降の

限度額を超えた分が支給されます。

※なお、高額医療・高額介護合算制度についても、70

歳未満の方の所得区分・自己負担限度額は変わりま

す。
【問】保険課

所　得　区　＿分 �3回目まで 滴��mｨ決ﾗ��

上 位 所 得 者 ��Y�ﾘ�;霎�ｧｩ9��b�252，600円 ��C��3���冷�が901万円を超 える世帯（ア） ����ｲ���9|9N��ﾃイ(�3����苓�ｨ����2�

「総所得金額等」 が600万円を超 ��cx�3C��冷����ｲ�93，000円 

え901万円以下 ���9|9N��ﾃSS��3����

の世帯　　（イ） ���ｨ����2�

一 般 ��Y�ﾘ�;霎�ｧｩ9��b�*｣#��iﾈ苓/�+B�80，100円 ＋ 鼎H�3C��冷�

え600万円以下 ���9|9N��ﾃ#cx�3����

課 税 世 廿 ′而’ �,ﾉ�)��������4X�｢�円）×■1％ 

「総所得金額等」 が210万円以下 （住民税非課税世 帯を除く）（エ） 鉄x�3c��冷�44，400円 

住民税非課税世帯 　　（オ） �35，400円 �#H�3c��冷�
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ト
あ
い
さ
つ
す
る
上
ノ
山
会
長

第
2
部
で
は
漫
才
な
ど
の
お
楽

し
み
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ト
各
所
で
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
－
・

↓
1
8
0
名
が
参
加
し
ま
し
た

ト
活
気
あ
ふ
れ
る
会
場

ウ
オ
ー
ク
・
ラ
リ
ー

み
ん
な
で
町
内
探
検
′

【
1
1
／
2
3
・
町
内
各
所
】

主
催
　
忠
岡
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
協
議
会

共
催
　
（
公
財
）
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ財

団



∴写、、：：、、ヂ∴∴‥＼克彦JE育て
11月18日東小学校1年生が、人権擁護委員とい

っしょに、チューリップの球根を植えました。こ

れは、法務省が実施している「人権の花運動」に

よるもので、みんな一生懸命はち植えに取り組ん

でいました。

人権協会が街頭啓発【12／1．駅前】

報告に訪れた谷　泰雄地区長

（7）

［
」
帽
鍼
詐
引
巳

厚
生
労
働
大
臣

表
彰

↓
東
忠
岡
小
学
校
2
年
生
を

人
権
擁
護
委
員
が
訪
問

降
が
い
者
週
問

街
頭
啓
発

【
1
2
／
3
・
駅
前
】

人
権
教
室
を
開
催

「
就
職
」
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人

生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

採
用
面
接
な
ど
の
時
に
、
就
職

差
別
に
つ
な
が
る
家
庭
の
状
況
や

出
身
地
と
い
っ
た
質
問
を
す
る
こ

と
は
公
正
な
採
用
選
考
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

企
業
の
皆
さ
ま
に
は
、
職
業
選

択
の
自
由
を
保
障
す
る
た
め
に
、

応
募
者
本
人
の
適
性
と
能
力
に
基

づ
く
公
正
な
採
用
選
考
を
お
願
い

し
ま
す
。
　
　
【
人
権
広
報
課
】

業
務
内
容
　
要
介
護
認
定
申
請
に

基
づ
い
て
高
齢
者
の
自
宅
や

入
院
先
な
ど
を
訪
問
し
、
厚

生
労
働
省
が
定
め
る
要
介
護

認
定
調
査

勤
務
時
間
　
平
日9

時
～
1
5
時
4
5
分

応
募
要
件
　
介
護
支
援
専
門
員
・

看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・

訪
問
介
護
員
（
2
級
・
初
任

者
研
修
終
了
）
　
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
す
る
者

募
集
人
数
　
2
名
　
時
給
1
3
5

0
円
（
訪
問
介
護
員
は
1

2
5
0
円
）

交
通
費
　
距
離
別
単
価
表
に
よ

り
ひ
と
月
上
限
5
0
0
0

円
ま
で
支
給

忠
岡
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ
ソ
ヤ
ー
臨
時
職
員
募
集

業
務
内
容
　
介
護
予
防
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
未
提
出
者
へ
の
訪
問

調
査
、
介
護
保
険
予
防
給
付

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど

勤
務
時
間
　
平
日9

時
～
1
5
時
4
5
分

応
募
要
件
　
介
護
支
援
専
門
員
・

保
健
師
・
看
護
師
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
す
る
者

募
集
人
数
　
1
名時

給
1
3
5
0
円

交
通
費
　
距
離
別
単
価
表
に
よ

り
ひ
と
月
上
限
5
0
0
0
円

ま
で
支
給

【
間
】
　
い
き
が
い
支
援
課

11512097眠



＝1月10日は110番の日＝

110番は、事件・事故の緊急通報電話です。

相談事などで緊急でない場合は」

最寄りの警察署もしくは「＃9110」へ

※いたずらの110番通報は犯罪です。緊急な通報に

支障をきたします。

「安全と　安心託す110番」

【間】泉大津警察署　℡23－1234
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■　■

関西国際空港情報

★わくわく関空見学プランバスツアーJ
「関空の裏側探検コース」　通常は立ち入ること

のできない保安区域に入り、機内食工場や大きな

給油タンクなど、空港を支える裏方の施設を車窓

見学。また風向きや離着陸の状況によっては、飛

行機を間近にご覧頂くことができます。また、今

年3月より、アジア最大級のソーラーパネルを始

め、関西空港が行ってし、る環境への取り組みを楽

しく学ぶ「スマート愛ランドコース」、また団体

向けに、飛行機で食べる機内食の製造工程や特別

食のためのお部屋など、機内食

にまつわるお話を機内食工場の

スタッフから聞くことができる

「機内食工場コース」も開設／

【問】関空展望ホール

「Skyview」℡072－455－2082

新
・
安
心
サ
ポ
ー
ト
　
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取

引
先
事
業
者
が
倒
産
し
、
売
掛
金

債
権
等
が
回
収
困
難
に
な
っ
た
場

合
に
、
貸
付
が
受
け
ら
れ
る
共
済

制
度
で
す
。
「
も
レ
も
」
の
時
の
資

金
調
達
手
段
と
し
て
当
面
の
資
金

繰
り
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

【
制
度
の
特
色
】

●
加
入
で
き
る
方
…
中
小
企
業
者

で
引
き
続
き
1
年
以
上
事
業
を

行
っ
て
い
る
方
で
す
。

●
毎
月
の
掛
金
…
掛
金
月
額
は
5

千
円
～
2
0
万
円
の
範
囲
内
（
5

千
円
単
位
）
　
で
自
由
に
選
べ
、

税
制
上
損
金
（
法
人
）
ま
た
は
必

要
経
費
（
個
人
事
業
）
に
算
入
で

き
、
最
高
8
0
0
万
円
ま
で
積

立
で
き
ま
す
。

●
貸
付
（
無
担
保
・
無
保
証
人
）

回
収
困
難
と
な
っ
た
売
掛
金
債

権
等
の
額
と
掛
金
の
1
0
倍
の
額

（
最
高
8
0
0
万
円
）
　
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額
を
貸
付
。
（
無
利
子
、

た
だ
し
、
貸
付
額
の
1
0
分
の
1
に

相
当
す
る
額
が
掛
金
総
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
）

償
還
期
間
は
貸
付
額
に
応
じ
て

5
年
か
ら
7
年
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
急
に
資
金
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
、
解
約
手
当
金
の
範
囲
内
で

貸
付
が
受
け
ら
れ
る
「
一
時
貸
付

金
」
　
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

●
安
心
…
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

は
、
法
律
に
基
づ
く
制
度
で
あ

り
国
が
全
額
出
資
し
て
い
る
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
運
営

し
、
現
在
3
0
万
社
が
加
入
し
て

い
ま
す
バ

●
解
約
金
…
掛
金
を
1
2
か
月
以
上

納
付
し
て
い
た
方
に
は
自
己
都

合
解
約
の
場
合
8
0
％
以
上
の
解

約
手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

☆
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、

忠
岡
町
商
工
会
ま
で
。

■
共
済
金
の
貸
付
が
受
け
ら
れ
る

取
引
先
の
　
「
倒
産
」

私
的
整
理
。
災
害
に
よ
る
不
渡

り
、
特
定
非
常
災
害
に
よ
る
支
払

不
能
に
つ
い
て
も
、
取
引
先
事
業

者
の
「
倒
産
」
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

忠
岡
町
職
業
能
力

開
発
奨
励
補
助
制
度

町
で
は
、
自
ら
職
業
能
力
の
開

発
及
び
技
能
の
向
上
を
図
る
た
め

に
技
能
講
習
会
等
を
自
費
で
受
講

し
た
と
き
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
対
象
講
座
に
は
介
護
職

員
初
任
者
研
修
な
ど
様
々
な
講
座

が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
講
さ
れ
た

方
は
申
請
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
講
座
…
①
大
阪
府
が
実
施

す
る
テ
ク
ノ
講
座
　
②
大
阪
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
Å
ワ
ー
ク
講
習
会
　
③
厚

生
労
働
省
が
実
施
す
る
教
育
訓

練
給
付
制
度
の
対
象
事
業
で
、

そ
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
方

▼
補
助
対
象
者
…
町
内
に
居
住
す

る
就
職
困
難
者
・
求
職
者
等

▼
補
助
限
度
額
…
2
万
円

▼
申
請
期
限
…
受
講
後
3
か
月
以

内【
間
】
産
業
振
興
課
（
役
場
4
階
）

■

■

一

＿

＿

t

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

＿

■

■

■

■

■

■

●

■

●

■

■

●

■

泉
北
就
職
セ
ミ
ナ
1
を
開
催

「
趣
味
を
活
か
す
！
　
新
し
い

働
き
方
と
プ
チ
起
業
術
」

自
分
の
魅
力
に
気
付
き
、
磨
き

を
か
け
、
そ
れ
が
人
に
伝
わ
る
よ

う
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

1
月
9
日
（
金
）
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

町
役
場
3
階
　
研
修
室
1
・
2

講
　
師
　
弁
天
　
ラ
ミ
氏

（
魅
せ
方
の
専
門
家
）

定
　
員
　
5
0
人
　
（
申
込
先
着
順
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当

日
参
加
可
。

参
加
彙
　
無
　
料

【
間
】
泉
北
就
職
情
報
フ
ェ
ア
実

行
委
員
会
（
産
業
振
興
課
）

℡22・

l

1

2

2

■

■

■

■

■

暮

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

　

一

　

■

〓

t

 

t

■

●

■

■

■

■

■

■

■

平
成
2
6
年

工
業
統
計
調
査

1
月
～
2
月
に
か
け
て
調
査
員

が
訪
問
し
ま
す
。
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



田田臼田田匝巨樹咽臼●　　　　　　　生活環境課

年始の
●家庭ごみ
1月1日～1月4日は、ごみの収集はお休みです。

■■　－　●　－　●　－　－　●　●　－　－　－　●　●　－　●　●　－　－　－　●　●　－　－　●　●　－　－　－　－　－　●　－　－　－　－　－　●　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　●　－　－　－　－　－　●　●　－　●　－　－

血分別lこ迷ったら…ホ一山ページで検索！
）

家庭から出る色々なごみを50音順に掲載！
生活環境課「ごみ分別辞典」をご活用ください。

ごみ分別辞 �5H��(�｢�

＝丁、一’＝一＝＝・・・＝＝＝＝＃＝＝＝≒＝＝・＝・＝・＝＝＝＝＝二役＝＝モ＝・＝・＝・＝　　　　　　　　　　　　　＝：・・、、・・・く・　　；；：；；；：；；：：；鼎；章汚鞘藻＃迂；；弓童；黙喜 ��� �� 
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高月北高月南 北出　馬瀬 ��ﾈ緤?ｨ����｢��1月5日（月） ��ﾈ繪?ｨ�冦��｢�1月6日（火） 

忠岡東 ��ﾈ繦?ｨ���X�｢��1月5日（月） ��ﾈ繪?ｨ�冦��｢�1月6日（火） 

忠岡北忠岡中 忠岡南新浜 ��ﾈ繦?ｨ���X�｢��1月6日（火） ��ﾈ綺?ｨ�佇��｢�1月16日（金） 

●粗大ごみ収集受付（℡0800・123t5353）⇒1月5日（月）9時から

●クリーンセンター直接持込み（℡072・423・2663）⇒1月5日（月）9時30分から

プラスチック製容器包装を出すときは

飛散防止対策をお願いします

プラスチック製容器包装は、他のごみと比べ軽量

なため、風で袋が道路に転がってしまうと、通行
の障害となる恐れがあります。以下にご紹介する

方法などで、飛散防止対策をお願いします。

カラス対策ネット

ごみが飛ばないよう、右

やブロックなどでネット
を押さえます。ネットは
目の細かいものが良いで

す。

洗濯ばきみ

ヒモを付けた洗濯ばさみ

でごみをはさみ、ヒモを

柵や門扉などに結びま
す。洗濯ばさみの代わり
に、S字フックも活用で
きます。

ねずみ駆除剤・シートを配布

総合ねずみ駆除運動を実施します。
希望者に駆除薬剤、ねずみ捕り
シートを無料配布します。

【配布日】1月15日（木）
～2月27日（金）

【配布数】お一人様1セット（先着40名まで）

【配布場所】生活環境課

（9）　No．579　2015．1．1

」

ブロック・石

×門の中に出す
ごみを門の中に出さない
でください。捨てるもの
か判断できないうえ、見
落とすことがあります。

×植木鉢で押さえる
ごみを押さえる重しとし
て植木鉢を使用しないで

ください。破損する可能
性があります。

「水」からつながる何でも博覧会
～第13回「私の水辺」泉北地域交流会～

「水」に関する活動・研究発表やパネル展示、

大津川に棲む生物の水槽展示などを行います。
工作教室「ペットボトルを使った顕微鏡作り」
は、1月7日（水）から電話申込。

【日時】1月24日（土）11：00～15：00

【場所】泉北府民センタービル（堺市西区鳳東町4丁590－1）

【問合せ】大阪府鳳土木事務所TEL072－273tO123
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◆役場の各種相談◆
■

■

■

■

■

■

■

【法律相談】1／28挑）13：30～　役場3階交流センター

★当日9時から電話受付（先着6名）

人権広報課

【行政相談】電話受付　　　　　人権広報課

【人権擁護委員による人権相談〔要予約〕】

★16日絵ほでに電話予約　　人権広報課

※一般の人権相談は5階人権広報課で。9

【労働相談】（D特設労働相談1／15休）13

℡22－1122

℡22－1122

1／20（火）

℡22－1122

：00′）17：30

：30′）15：30

★予約不要　　　直接1階いさかい支援課横相談室へ

②就労相談（地域就労支援）毎週月～金曜日　9：00～

17：30　　★予約不要　直接役場4階産業振興課へ

【消費生活相談】毎週火・金13：00～16：00（受付15：

30まで）当日直接4階産業振興課へ

【問】産業振興課　℡22－1122

【進路相談】（奨学金相談）

①毎週月～金曜日10：00～16：00

直接学校教育課へ　℡22－1122

②毎週士～日曜日10：00～16：00

直接児童館事務所へ　℡22－1122

【女性電話相談】1／21㈹13：30～15：30

文化会舘相談専用ダイヤル　℡33－2323

【児童・障害児相談】　　　　子育て支援課　℡22－1122

【老人介護支援センター】24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただおか（特別養護老

人ホームピープルハウス忠岡内）　　　　℡46－7200

警諾ごま忌妄行事予定
総合福祉センター　　　℡22－0350
●なつかしの映画会　　1／6㈹13：30～

●パンパ一会

●もちつき大会

●わくわく健康体操

●忠岡保育所世代間交流

●カラオケ会

今月は日程変更
●編み物教室

☆民謡踊り教室
☆囲碁・将棋
☆大　正　琴

☆おかめひょっとこ

☆ハワイアンフラ

☆新　舞　踊

☆吹　き　矢

1／13㈹13：30～

〔受付1／5～9〕

1／20㈹11：00～

1／22㈱13：30～

1／23（封13：30～

1／26（月）13：30～

〔受付1／21のみ〕

1／27㈹13：30～

月・水・金　13：30～

火・木　　　13：00～

第1・3木　　10：00～

10：30～

10：30～

13：30～

13：30～

東忠岡老人いこいの家　℡22－1567
☆カラオケクラブ

☆大正琴クラブ
☆健康体操クラブ

ひとの動き

月～木　　13：00～

10：00～

10：00～

人口17．723人（一19人）

男　8．587人（－8人）

女　9．136人（－11人）

世帯　　7．619（－6）

≪2014年11月末現在≫

2
月
号
題
　
『
贈
る
・
送
る
』
　
1
月
5
日
締
切

3
月
号
題
　
『
思
い
・
想
い
』
　
2
月
5
日
締
切

※
一
人
五
句
ま
で
ハ
ガ
キ
か
封
書
・
F
A
X
で
左
記
へ
。
（
締
切
厳
守
）

「
〒
五
九
千
〇
八
三
　
忠
岡
中
2
丁
目
1
6
－
2
0

「
忠
岡
川
柳
会
」
正
木
伸
明
宛
　
（
℡
・
F
A
X
3
3
・
6
6
2
9
）

次
回
定
例
会
　
1
月
1
8
日
　
（
第
3
日
曜
日
）
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）

火
金
月
金

○
神
様
が
守
ら
ぬ
誓
い
聞
く
大
安

※
三
組
に
一
組
の
守
ら
ぬ
誓
い
を
聞
く
幸
い
で
す
ね
神
様
も

○
宵
越
し
の
誓
い
持
た
な
い
六
十
路
す
ぎ

※
江
戸
っ
子
で
無
く
て
も
新
し
い
誓
い
で
楽
し
い
日
を

間
食
と
愚
痴
を
な
く
す
る
ほ
ん
ま
か
な
ァ
ー

煙
草
屋
さ
ん
禁
煙
誓
い
店
た
た
む

三
猿
を
誓
っ
て
余
生
へ
渡
る
橋

正
月
の
誓
い
桜
と
共
に
散
り

断
酒
だ
と
誓
っ
た
父
も
反
古
で
天

春
日
和
誓
い
忘
れ
て
う
ら
う
ら
と

慌
て
ず
に
気
楽
に
暮
ら
す
人
生
を

誓
約
書
書
く
よ
う
な
日
記
し
ん
ど
く
て

近
い
内
誓
い
の
宴
地
階
の
間

神
仏
に
誓
願
の
み
が
多
く
な
り

誓
い
ま
す
み
ん
な
好
き
で
す
人
が
好
き

初
詣
幸
せ
誓
う
句
友
　
（
と
も
）
　
の
顔

呆
け
ま
い
と
心
に
誓
い
句
を
ひ
ね
る

初
め
て
の
誓
い
　
「
明
日
も
遊
ぼ
う
ネ
」

可
愛
い
手
指
き
り
何
を
誓
っ
て
る

結
婚
の
誓
い
の
言
葉
息
合
わ
ず

共
白
髪
誓
い
空
し
く
今
は
ハ
ゲ

叶
う
こ
と
出
来
な
い
誓
い
な
ぜ
誓
う

公
約
は
口
に
甘
し
忘
れ
易
し

一
番
を
誰
も
が
願
う
受
験
の
日

松
の
内
せ
め
て
誓
い
は
覚
え
と
こ

芦
田
　
春
子

桐
谷
　
英
樹

砂
原
　
久
子

岡

川

　

　

衛

安
藤
　
増
美

吉
田
　
光
子

上
川
　
睦
男

三
嶋
　
桃
代

原
田
　
行
正

橋
本
　
洋
子

西
川
リ
ヨ
子

川
崎
ア
イ
子

勝
又
栄
美
子

吉
川
　
栄
子

上
田
　
克
子

池
田
　
勝
雄

杉
谷
　
晶
三

西
川
　
粋
謡

烏

谷

　

　

猛

山
田
　
典
和

正
木
　
伸
明

藤
田
志
津
恵

山
際
コ
ズ
エ

○
契
り
ご
と
成
就
さ
す
神
の
わ
ざ
　
　
　
　
　
　
　
南
保
　
広
幸

※
神
技
い
い
え
自
身
の
努
力
が
神
の
力
を
引
き
寄
せ
た
事
で
し
ょ
う

正
木
伸
明
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）



忠
岡
町
句
会

里
見
輝
子
選

呼
べ
ば
す
ぐ
寄
り
来
る
鳩
や
庭
小
春
　
　
里
見
　
輝
子

烏
瓜
手
繰
り
よ
せ
た
る
好
奇
心

田
辺
千
鶴
子

地
上
よ
り
地
下
街
に
あ
る
師
走
か
な

奥

野

一

郎

そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
の
あ
か
し
冬
菜
畑

花
野
　
久
子

水
鳥
に
湖
面
も
景
も
動
き
初
む

藤
野
　
清
子

人
影
に
敏
く
水
鳥
飛
び
去
り
し

松
島
　
信
雄

旅
は
も
う
叶
は
ぬ
夫
や
紅
葉
燃
ゆ

井
上
久
美
子

迫
り
来
る
期
日
一
気
に
賀
状
書
く

金
田
　
芳
子

鬼
門
守
る
西
行
の
寺
返
り
花

竹
中
三
津
子

白
鳥
の
群
に
夕
闇
近
づ
け
ず

清
座
　
晴
子

聖
護
院
青
首
大
根
寵
に
満
つ

赤
松
　
朝
子

雨
だ
れ
の
音
遠
く
聞
く
寒
さ
か
な

小
西
　
澄
子

冬
菜
畑
生
気
み
な
ぎ
り
を
り
に
け
り
　
　
楼
井
恵
美
子

八
十
路
と
て
馴
れ
し
重
さ
や
茎
の
石

花
野
　
昭
子

日
も
風
も
冬
菜
の
甘
さ
乗
せ
て
を
り
　
　
田
辺
紗
登
子

次
回
一
月
六
日
　
（
火
）
李
の
陣
　
締
切
十
一
時
半

水
鳥
の
静
か
に
水
の
上
に
あ
り

山
梨
　
量
子

兼
題

寒
紅
・
独
楽

整
忠
岡
短
歌
会
泳
阜
　
講
師
佐
沢
邦
子

米
と
ぎ
て
洗
濯
物
を
干
せ
る
手
が
皿
を
洗
い
て
か
る
た
取

り

を

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

《
課
題
詠
》
　
「
音
」

「
も
う
二
度
と
生
き
て
帰
れ
ぬ
故
郷
」
と
九
十
歳
（
く
じ
ゅ

う
）
　
の
母
は
呟
き
わ
が
家
へ
　
　
　
　
　
中
村
ハ
ル
ミ

※
九
十
歳
に
な
ら
れ
た
母
上
を
、
作
者
は
ご
自
宅
へ
お
連
れ
す
る
決

心
を
な
さ
っ
た
。
勿
論
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
を
離
れ
ね
ば
な
ら
な

い
母
上
を
い
く
度
も
考
え
ら
れ
た
上
で
の
こ
と
で
は
あ
る
の
だ
が
…
。

そ
れ
で
も
母
上
の
呟
き
は
、
胸
に
切
な
く
響
い
て
し
ま
う
。

わ
だ
つ
み
の
珊
瑚
の
海
を
埋
立
て
る
新
基
地
御
免
と
沖
縄

の

意

思

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮

里

　

英

彦

※
　
「
綿
津
見
」
　
は
海
を
つ
か
さ
ど
る
神
の
意
味
で
古
い
時
代
か
ら
使

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
の
持
つ
重
み
に
先
ず
ド
キ
ッ
と
さ
せ
ら

れ
る
。
こ
の
一
首
は
沖
縄
県
知
事
選
の
あ
と
す
ぐ
に
詠
ま
れ
た
。

翁
長
雄
志
氏
が
約
十
万
票
の
大
差
で
勝
利
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

睦
ま
じ
く
足
を
さ
す
れ
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
だ
ま
っ
て
見
惚

る

あ

な

た

と

わ

た

し

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

※
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
、
性
質
は
温
和
で
小
枝
な
ど
を
簡
単
な
道
具
と

し
て
使
う
事
も
出
来
る
そ
う
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
行
か
れ
た
動
物

園
で
の
こ
と
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
カ
ッ
プ
ル
で
あ
ろ
う
。
「
あ
な
た

と
わ
た
し
」
　
の
方
が
ひ
ょ
っ
と
し
て
見
て
い
ら
れ
た
の
か
も
？

鶴
（
ひ
よ
）
　
の
群
れ
和
泉
の
山
ゆ
我
が
町
へ
鳴
き
声
高
く

晩

秋

の

空

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

孝

治

反
橋
　
（
そ
り
は
し
）
　
に
向
か
い
月
待
つ
あ
わ
い
に
も
胸
の

高
鳴
る
雅
楽
の
音
色
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
ハ
ル
ミ

我
は
今
我
慢
す
る
事
待
つ
事
に
慣
れ
て
淋
し
も
こ
の
晩
年

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

梓
を
叩
く
音
も
な
つ
か
し
機
の
町
働
く
も
の
の
声
大
き
か

り

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

も
た
れ
合
い
自
立
と
連
帯
必
要
と
時
代
対
応
講
師
は
言
え

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

保
育
所
の
児
の
歓
声
が
騒
音
と
建
設
反
対
声
の
上
が
り
ぬ

寿
子

元
気
な
子
唯
そ
れ
の
み
を
祈
り
た
り
縁
の
遅
き
は
神
の
な

す

業

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

ふ
る
さ
と
を
出
で
し
あ
の
夜
の
ド
ラ
の
音
と
五
色
の
テ
ー

プ

今

も

浮

か

び

釆

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

四
年
間
金
花
（
き
ん
か
）
金
太
に
癒
さ
れ
ぬ
手
を
合
わ
せ

河

口

へ

ま

る

で

泳

ぐ

様

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

あ
か
あ
か
と
鍬
持
つ
背
に
朝
日
う
け
霜
柱
踏
む
音
の
心
地

よ

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

孝

治

深
ま
れ
る
秋
が
身
に
弛
み
つ
ら
つ
ら
と
思
い
ぬ
父
の
明
る

か
さ
か
さ
と
音
立
て
散
れ
る
枯
葉
あ
り
霜
置
く
舗
道
に
纏

き
歌
を

佐
沢
　
邦
子

わ
り
つ
い
て

矢
尾
　
武
四

115120975仙）11（
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①
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⑲
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1

　

　

8

　

　

5

1

　

　

1

　

　

2

新
着
図
書
案
内

※
新
着
園
書
は
ほ
　
回

《一般書》

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
の
罠

努
力
不
要
論

岡
嶋
　
裕
史

中
野
　
信
子

か
に
も
あ
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
か

作
業
療
法
士
に
な
る
に
は

溝
口
　
豊
太

見
て
し
ま
う
人
び
と

オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
サ
ッ
ク
ス

大

阪

建

築

　

　

　

　

　

倉

方

　

俊

輔

3
時
間
で
わ
か
る
漁
業
権

ら
検
索
で
き
ま
す
。

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
お
知
ら
せ
〕

京
都

マ
ル
合
の
下
僕

殺
意
の
産
声

誤
断

い
と
の
森
の
家

《児童書》

地
図
博
士
に
な
ろ
う
！

P
H
P
研
究
所

食
べ
て
い
る
の
は
生
き
も
の
だ

森
枝
　
卓
士

タ

ヌ

キ

　

　

　

　

　

　

竹

田

津

　

実

4
・
5
・
6
さ
い
の
さ
も
ち
を
つ
た
え

る
こ
と
ば
の
え
は
ん
　
木
坂
　
　
涼

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
な
な
く
さ
が
ゆ

野
村
た
か
あ
さ

ぼ
く
は
う
ち
ゅ
う
し
んは

た
こ
う
し
ろ
う

1
月
2
6
日
　
（
月
）
　
2
0
時
～
2
3
時

は
安
全
点
検
の
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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【特集】

●
吉
田
松
陰

幕
末
の
武
士
で
あ
り
、
思
想
家

の
吉
田
松
陰
を
中
心
と
し
た
　
「
幕

末
関
連
図
書
」
を
、
特
集
し
て
い

ます。年
始
の
開
館

1
／
4
　
（
日
）
　
か
ら

通
常
ど
お
り
開
館
。

地
産
地
消
料
理
教
室

第
4
回
『
郷
土
の
冬
野
菜
料
理
』

と
　
き
　
2
／
4
　
（
水
）

1
0
時
～
1
3
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

対
象
者
　
在
住
在
勤
の
方
、
文
化

会
館
ク
ラ
ブ
生

定
　
員
　
2
4
名
（
申
込
順
）

材
料
代
　
5
0
0
円

講
　
師
　
藤
村
加
代
子
先
生

（
郷
土
料
理
研
究
家
）

申
込
み
　
1
／
7
～
2
3
に
材
料
代

を
添
え
て
文
化
会
館
ま
た
は

役
場
4
階
産
業
振
興
課
ま
で

は
じ
め
て
のコ

ケ
玉
作
り

と
　
き
　
2
／
6
　
（
金
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
3
階
講
習
室

参
加
費
　
2
0
0
0
円

（
材
料
代
含
）

対
象
者
　
在
住
在
勤
の
方
、
文
化

会
館
ク
ラ
ブ
生

定
　
員
　
2
4
名
（
申
込
順
・
申
込

8
名
未
満
は
中
止
）

講
　
師
　
神
藤
　
知
治
氏

（盆栽士）

申
込
み
　
1
／
7
～
2
8
に
参
加
費

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

↓
忠
岡
幼
稚
園

ト
東
忠
岡
幼
稚
園

【
対
　
象
】

◎
3
歳
児
　
平
成
2
3
年
4
月
2
日

～
平
成
2
4
年
4
月
1
日
生

※
3
歳
児
募
集
定
員
は
両
園
と
も
5
0

名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

◎
4
歳
児
　
平
成
2
2
年
4
月
2
日

～
平
成
2
3
年
4
月
1
日
生

◎
5
歳
児
　
平
成
2
1
年
4
月
2
日

～
平
成
2
2
年
4
月
1
日
生

【
通
園
区
域
】

忠
岡
幼
稚
園
…
忠
岡
北
・
忠
岡

中
・
忠
岡
南
・
新
浜

東
忠
岡
幼
稚
園
…
高
月
北
・
高
月

南
・
忠
岡
東
・
馬
瀬
・
北
出

【
保
育
料
】
2
7
年
度
予
定

入
園
料
（
新
入
園
児
）
　
5
千
円

◎
3
歳
児
…
…
月
額
1
万
2
千
円

◎
4
・
5
歳
児
…
…
月
額
9
千
円

※
保
育
料
の
ほ
か
に
諸
費
と
し
て
月

額
約
4
千
円
が
必
要
で
す

※
保
育
料
の
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す

【
願
書
の
交
付
・
受
付
場
所
】

忠
岡
・
東
忠
岡
幼
稚
園

（
平
日
9
時
～
1
6
時
）

【間】
忠
岡
幼
稚
園
　
℡
3
2
・
1
8
3
0

東
忠
岡
幼
稚
園
　
℡
3
2
・
6
9
4
0

子
育
て
支
援
課
　
℡
2
2
・
1
1
2
2



（忠岡中1丁目）
▲大正琴の演奏

（東小6年）

（忠小2年）

優　勝

三好悠冬・三田大樹

男女とも大健闘J

主催健康おおさか21推進府民会議、

大阪府、大阪府教育委員会

優　勝

宇戸鈴奈・潰谷三咲

大
阪
府
テ
ニ
ス
協
会
よ
り

第
1
3
回
全
関
西
空
手
道
選
手
権
大
会

功
労
賞

竿
選
手
優
勝

新
田
末
一
氏

永
年
の
府
テ
ニ
ス
の
普
及

と
発
展
に
尽
力

あ
た
た
か
い
心
に

包
ま
れ
ま
し
た

第
3
9
回
ゆ
う
ち
ょ
ア
イ
デ
ア

貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル
で

軍
国
賀
に
入
賀

【
す
ご
い
ア
イ
デ
ア
で
賞
】

こ
び
と
の
ち
ょ
き
ん
ぽ
こ

土
谷
菜
希
沙
さ
ん

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
】

第
5
2
回
大
阪
府

ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会

〔
中
学
生
男
子
〕

（
忠
岡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
部

第
9
回
岸
和
田
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

男
　
子
　
5
連
覇

女
　
子
　
準
優
勝

▼
最
優
秀
選
手
賞

山
口
　
琉
希
（
6
年
）

▼
優
秀
選
手
賞

今
井
　
遥
太
　
（
6
年
）

池
田
　
遥
美
（
6
年
）

準
優
勝
　
治
武
蒼
大
・
長
江
翔
太

〔
中
学
生
女
子
〕

「
野
菜
パ
リ
パ
リ
朝
食
モ
リ
モ
リ
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選

根
来
明
日
香
さ
ん

（
東
小
5
年
）

1

－

1

】

■

■

■

■

■

■

■

】

l

I

■

■

■

■

■

■

【

－

1

■

1

－

1

忠
岡
テ
ッ
ト
シ
リ
ア
ス

和
泉
市
咲
花
大
会
で

準
優
勝
（
4
年
生
以
下
）

準
優
勝
　
小
西
怜
奈
・
今
西
穂
乃
香

〔
小
学
生
男
子
〕

準
優
勝
　
三
好
陸
斗
・
今
西
　
翼

第
3
位
　
藤
田
翔
偉
・
池
遽
睦
仁

●

■

●

t

■

●

■

●

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

＿

■

■

■

■

■

■

t

■

■

■

■

■

日
本
空
手
道

糸
東
流
武
育
会
競
技
大
会

【
形
試
合
の
部
】

・
小
学
1
～
3
年
生
男
女

7
級
～
級
外
個
人

優
　
勝
　
井
上
　
龍
星

（
忠
岡
東
3
丁
目
）

・
小
学
生
男
女
2
級
～
有
段
個
人

優
　
勝
　
落
合
堅
太
郎

（
忠
岡
東
1
丁
目
）

・
中
学
生
男
女
有
段
個
人

優
　
勝
　
落
合
紀
和
萌

（
忠
岡
東
1
丁
目
）

準
優
勝
　
仮
屋
崎
　
陪

（
忠
岡
東
3
丁
目
）

【
組
手
試
合
の
部
】

・
小
学
2
年
生
男
子
個
人

準
優
勝
　
井
上
　
龍
星

・
小
学
3
年
生
男
子
個
人

優
　
勝
　
落
合
堅
太
郎

．
さ
　
（
忠
岡
東
1
丁
月
）

・
小
学
4
年
生
男
子
個
人
．

優
　
勝
　
藤
川
　
駿
介

（
馬
瀬
2
丁
目
）

準
優
勝
　
橋
本
　
泰
志

（
北
出
1
丁
目
）

・
小
学
5
年
生
男
子
個
人

準
優
勝
　
井
上
　
拓
斗

（
忠
岡
東
3
丁
目
）

・
中
学
生
女
子
個
人

優
　
勝
　
落
合
紀
和
萌

（
忠
岡
東
1
丁
目
）



針即鮒淵層鮒■■‥誌■仰
▼
歌
体
操

●
要
予
約

妙
≠
牒

▼
B
C
G
予
防
接
種

1
／
8
　
（
木
）
　
1
3
時
3
0
分
～

1
4
時
3
0
分
【
受
付
】

5
～
1
2
カ
月
児
未
満

【
持
参
物
】
母
子
手
帳
・
予
診
票

▼
3
歳
6
・
7
か
月
児
健
診

1
／
6
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
4
カ
月
児
健
診

1
／
1
5
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
2
歳
6
・
7
か
月
児
歯
科
健
診

1
／
2
0
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
身
長
・
体
重
測
定
日

1
／
3
0
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
【
受
付
】

▼
も
ぐ
も
ぐ
キ
ッ
チ
ン
●
要
予
約

1
／
1
5
　
（
木
）

1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

離
乳
食
の
つ
く
り
か
た
　
（
調
理

実
習
）
　
と
お
話
、
試
食

▼
園
庭
開
放
・

絵
本
読
み
聞
か
せ

●
予
約
不
要

1
／
1
5
　
（
木
）
　
1
0
時
～
正
午

忠
岡
保
育
所
（
雨
天
室
内
）

▼
ベ
ビ
マ
ク
ラ
ブ

2
／
6
・
2
0
　
（
金
）

●
要
予
約

1
／
2
7
　
（
火
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

住
民
健
診
の
ご
案
内

予
約
受
付
中
！

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
今
年
度
最

後
の
検
診
で
す
！
が
ん
検
診
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
ク
ー
ポ
ン
券
を

お
持
ち
の
方
は
こ
の
機
会
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
ー
・

●
特
定
健
診
・
胃
が
ん
・
肺
が
ん

・
大
腸
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査

1
月
2
7
日
　
（
火
）9

時
～
日
時
3
0
分

●
子
宮
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診1
月
2
9
日
　
（
木
）9

時
～
1
1
時
3
0
分

・
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し

込
み
が
必
要
。
（
電
話
申
込
可
）

1
／
1
4
　
（
水
）
　
●
要
電
話
予
約

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

★
エ
イ
ズ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
・

相
談

（
電
話
相
談
可
）

抗
体
検
査

1
／
1
4
・
2
8
　
（
水
）

受
付
9
時
3
0
分
～
日
時

★
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

●
要
電
話
予
約

肝
炎
・
肝
が
ん
啓
発

普
及
講
演
会
（
無
料
）

「
C
型
肝
炎
と
い
わ
れ
た
ら
～

そ
の
生
活
上
の
注
意
か
ら
治

療
法
ま
で
」

日
　
時
　
2
月
2
1
日
　
（
土
）

1
4
時
～
1
6
時

場
　
所
　
阪
南
市
立
文
化
セ
ン
タ

ー
（
サ
ラ
ダ
ホ
ー
ル
）

申
　
込
　
2
月
6
日
ま
で
に
電
話

で
申
込
み

★
申
込
先
　
大
阪
府
和
泉
保
健
所

）41（11512097眠

℡
4
1

●

　

1

3

4

2

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

▼
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
●
要
予
約

2
／
6
・
1
3
・
2
0
・
2
7
　
（
金
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

※
1
3
日
は
1
0
時
～
正
午

▼
健
康
相
談

1
／
2
6
（
月
）
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

★
風
し
ん
抗
体
検
査（

要
電
話
予
約
）

1
／
8
・
2
2
　
（
木
）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

料
金
　
無
料

★
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

★
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
‥
＼
＼
y
O
i
k
？
n
e
t
．
j
p

【
予
約
制
の
行
事
】
（
ネ
ッ
ト
予
約
）

▼
和
菓
子
作
り

1
／
1
3
　
（
火
）
　
1
0
時
～
正
午

2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

【
受
付
　
1
／
7
（
水
）
※
】

▼
豆
ま
き
会

1
／
2
0
　
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

【
受
付
　
1
／
1
6
（
金
）
※
】

▼
1
月
の
お
誕
生
会

1
／
1
4
　
（
水
）
　
1
0
時
～
日
時

1
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

【
受
付
　
1
／
8
（
木
）
※
】

※
1
0
時
～
1
5
時
に
ネ
ッ
ト
予
約
を

受
付
け
そ
の
後
抽
選
で
、
は
ず

れ
た
方
の
み
折
り
返
し
連
絡
。

【
予
約
不
要
の
行
事
】

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

①
0
歳
以
上

1
／
9
　
（
金
）
身
体
測
定

1
5
（
木
）
・
1
7
（
土
）

②
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場
　
出
生
後
歩

行
が
完
了
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

1
／
1
9
　
（
月
）

1
0
時
～
日
時
3
0
分

天
候
や
諸
事
情
に
よ
り
行
事
の
中

止
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



子ども医療助成制度の
対象者が拡大されます

【通院医療助成対象者】

二一二一：▲：1＝≡＝≡藩左…i　　　　＝二・：・＝二≡＝三＝三・＝・＝・糠・ン＝・≡＝≡＝三二‡二三＝≡＝ �7�6ｨ���X�c����ﾘ�H�8�������ﾅX�H蓼����ﾈ�������S��������������X�X���X�8�X���h蓼�h蕀,ｨﾍｹyX��蓼��ｦﾈ����������

平成27年3月診療分まで 傅ﾈｧxﾕ｣9D��h髯;b�

★詳細は、広報2月号以降でご案内します。

≒；≡≡＝猷磁i巌≡＝≡＝≡＝≡＝鴬≡＝≡＝≡＝≡≡紫 

＝；二三二二二：＝≡：：＝＝二強二三：…：ン：∴‘＝‘ン �� ��

子どもたちにとってふさわしい幼児期の学校教

育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合的・
一体的に推進していくため、「忠岡町子ども・子

育て応援プラン2015」の策定を進めています。

より良い計画とするために、住民の皆さまから

広くご意見・ご提案を募集します。

詳細については町ホームページまたは町内閲覧

場所にてご覧ください。

〈町内閲覧場所〉忠岡町役場情報公開コーナー

（役場1階）・忠岡町図書館

〈募集期間〉平成27年1月23日（金）まで

ケーブルテレビのデジアナ変換サービスが

2015年3月で終了します
お宅のテレビ大丈夫？準備をお急ぎくださいJ

【間】総務省地デジコールセンター

℡0570－07－0101（9時～18時）

T対象者

満65歳以上の町住民、及び満60歳以上64歳以下の

町住民で心臓、腎臓、呼吸器、免疫機能に重篤な障

害を持つ方。（前記の疾患で身体障害者手帳1級保

持者、またはそれに相当する状態を医師の診断書よ

り証明される方。）

｛費　用　1000円

（接種医療機関にてお支払いください）

※生活保護世帯の方は費用免除あり。保健センター

にて免除の手続きをしてください。

1実施医療機関

下記のとおり。事前に医療機関にご予約ください。

安藤外科整形外科医院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃ3��ﾃ#��22－5515 

お　く　だ　医　院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃ#��ﾃ#r�31－0728 

加　　藤　　医　　院 �(�ｩ(c��ﾃ���ﾃ�"�20－2600 

聖　　祐　　病　　院 �(�ｩfｳ��ﾃ8�ﾃr�20－6650 

中川こどもクリニック �(�ｩ8ﾃ(�ﾃ#(�ﾃ�X�ﾃ�8�ﾂ�22－1611 

広部クリ　ニ　ック �(�ｩ8ﾃ��ﾃC��ﾃ#��32－1831 

真　　嶋　　医　　院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃ�X�ﾃ�r�32－2481 

村　　田　　内　　科 俘(ﾈ馭ｳ(�ﾃ�h�ﾃ3B�46－3700 

や　　ぎ　　医　■院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃx�ﾃ�b�23－8864 

八木レディースクリニック �(�ｩ8ﾃ��ﾃ#(�ﾃ3��20－0312 

安　　明・　医　　院 �(�ｩ>ﾃ��ﾃ�H�ﾃ8�R�33－5916 
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こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
※
を
受

給
す
る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成

2
6
年
1
2
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
そ

の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
役
場
4
階
子
育
て
支
援

課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老

■

■

■

■

■

■

■

■

■

●

■

●

■

■

■

■

■

■

■

●

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

齢
年
金
、
労
災
年
金
、
遺
族

補
償
な
ど

今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に

手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

・
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖

父
母
等
が
、
低
額
の
老
齢
年
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合

・
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低

額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受

給
し
て
い
る
場
合

・
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が

死
亡
し
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の

遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し

て
い
る
場
合
…
…
な
ど

●
参
考
‥
児
童
扶
養
手
当
の
月
額

（
平
成
2
6
年
4
月
～
）

・
子
ど
も
1
人
の
場
合

全
部
支
給
4
1
0
2
0
円

一
部
支
給
4
1
0
1
0
円
～
9

6
8
0
円
■
（
所
得
に
応
じ
て

決
定
さ
れ
ま
す
。
）

・
子
ど
も
2
人
以
上
の
加
算
額

2
人
目
5
0
0
0
円
、
3
人
目

以
降
1
人
に
つ
き
3
0
0
0
円

新
た
に
手
当
て
を

受
給
す
る
た
め
の
手
続
き

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
役
場
4
階
子
育
て
支
援

課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

支
給
開
始
日

◆
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支

給
開
始
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

の
う
ち
、
平
成
2
6
年
1
2
月
1
日

に
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
が
、
平
成
2
7
年
3
月
ま
で
に

申
請
し
た
場
合
は
、
平
成
2
6
年

1
2
月
分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き

ます。

◆
平
成
2
6
年
1
2
月
～
平
成
2
7
年
3

月
分
の
手
当
は
、
平
成
2
7
年
4

月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。



1月の行事カレンダー

J �� �� 

【ゴミ収集日 �,ﾉgﾙ~��｢�1元日 ‘■議亀、、 ヰ申葉琵≡1●願ノ′ �"�3 

．　　　　　一般ゴミ㊤…馬瀬、 劔劔劔劔冉ｸ���ﾘ(ﾈ�>ﾈ��ﾘ"�
■ 感　　　も 崩 劔劔劔劔　　月北 一般ゴミ（◎・‥新浜、． �(�ｩ>ﾈ�Y(hｷﾈ7��X�b�

芸 ＼ 誓 畑ﾌｵB� 劔 �� ��劍�ｨ-x���ｨ�H7�6(6r�ボトル回収 

震 劔����劔 劔★プラ‥∴その他 �7h8弌���

★（西側）・‥南テ 冑��ﾉ�ﾉ�B�

★（東側ト‥南テ 冑榎�8ﾉ�B�

5 劔�6 途�8 湯�10 
・役場年始業務開 劔��X��N��ｩ&ｸ������｢���Xﾏizyv8�X抦�Y(b�・消垂相談（10P） 

始 劔凵E3歳6・7か月健診 ⑳13：00～ 剋n業式 ・BCG接種 ⑳13：30～ ��X,ﾈ-�,ﾈ-�5H8ﾘ92�u3���c�������7x7(7ﾘ4�8�7R�x����c�����

缶・ビン（西側） プラ（東側） 劔刪齡ﾊゴミ④プラ （西側）・ぺ（東側） �ｩLｨ587鑼r�缶・ビン（東側） �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ（診 

13 ・消垂相談（10P） ◆ちくちくサロン ⑳10：00～ 一般ゴミ④ プラ（西側） ��B���*�&��h橙�u3���c�����自Lｨ587����b�15 ・労働相談（10P） ◆もぐもぐキッチン ⑳10：30～ ・4カ月健診 ⑳13：00～ ◆園庭開放 ㊥10：00～ 缶・ビン（東側） ��b��X���)�ｩ&ｸ������｢�自Lｨ587鑼2�-����ﾉ�H�｢�17 一頃ゴミ⑧ 成人の日 

ヽ J 葦 ��"�wB��"����� 劍m薫 剴��c���ﾈ�"���%��｢�

濫 0 剪�豫ｨ�X7(92�7h8���8ﾂ�凵i西側） 側） 

19 缶・ビン（西側） プラ（東側） 劔�20 ・人権相談（10P） ・消費相談（10P） ・2歳6・7か月歯 科健診 ㊨13：00～ 一般ゴミ④プラ （西側）・ぺ（東側） �#����y�ｹ6I�)�ｩ&ｲ�������｢�自Lｨ587����b�22 ・労働相談（10P） 缶・ビン（東側） �#2��X��ﾆ)�ｩ&ｸ���E��｢���-�787ﾘ4�8�7R�x����c�����自Lｨ587鑼2�24 一般ゴミ（診 

26 劔�27 �#��29 缶・ビン●（東側） �3��31 一般ゴミ⑧ 
・健 缶・ プラ 劍ﾔ��ｩ&ｲ�u3�8�c3����7(98���ﾉ�H�｢���8ﾉ�H�｢�凵E消費相談（10P） ◆歌体操 ⑳13：30～ 一般ゴミ④ プラ（西側） ����zY�ｩ&ｸ������｢�自Lｨ587����b���X��N��ｩ&ｸ������｢��Y�y+x�Y�ﾈ��ｩ.��?ｨu3���c�����自Lｨ587鑼2�

⑳役　場㊨讐ンタ竺◎余響）こ

⑳文化会館㊥芸青票㊧悪霊票

⑳窟岩窟⑳警雪雪空◎児童館

◆＝予約が必要です。

収集申込…粗大ごみ申込センター・受付時間　月～金　9時～17時

0800－123－5353品誌農芸芸慧禁浣）

直接持込み…忠岡町クリーンセンター・受付及び月～金9時30分～16時

0721423－2663搬入時間土　9時30分～12時（日・祝日、年末年始は休み）


